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「やさしさを広げる種に」
新潟県　五泉市立愛宕小学校　５年
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　みなさんは、どんなときに「うれしい」と感じますか。わたしは、お手伝いをして「ありがとう」と言われた時や、いとこのももちゃんを保育園に送った時に、「みいちゃん、ありがとう。」と言ってもらえることがすごくうれしいです。また、はなれて住むおばあちゃんから、手紙をもらったときもうれしいです。おばあちゃんの字を見ると、おばあちゃんの顔や声が思い出されます。そして、おばあちゃんは、はなれていてもわたしのことを思っていてくれるんだなぁと感じます。

　こうしたうれしさは、テストで百点をとった時のうれしさとはちょっとちがいます。テストで百点をとったときのうれしさは、思わずガッツポーズが出るようなうれしさです。自分が一人でがんばった達成感からくるうれしさかもしれません。でも、「ありがとう」の言葉やおばあちゃんの手紙からもらううれしさは、じんわり心があったかくなるようなうれしさです。そして、それは、自分以外の人がわたしにくれるうれしさです。わたしが、母やももちゃん、おばあちゃんとかかわることで味わえるうれしさなんだと思います。

　そこで、わたしは、社会を明るくするにはこんなふうに、人と人とがかかわって、おたがいの心をあたため合うことが大切なのではないかなぁと
考えました。それは、初めはちっぽけなことからでもよいのです。例えば、笑顔ですがすがしくあいさつをすることでもよいのです。また、たのまれたことを気持ちよく引き受けて手伝ったり、何かを「貸して。」と言われたらよろこんで貸してあげたりすることでもよいのです。あいさつの一言が、人とかかわるきっかけになります。ちょっとした親切が相手を笑顔にします。その笑顔がうれしくて、おたがいに心があたたかくなります。そうして、かかわりが深まっていきます。

　ある時、母が、わたしに「恩送り」という言葉を教えてくれました。「恩送り」とは、親切にしてもらった人が、親切にしてくれた人にではなく、別な人に親切にしてあげることだそうです。例えば、ある人が三人の人に親切にします。その三人は、また別の三人に親切にします。すると今度は九人に増えた親切にされた人達が、またそれぞれ三人ずつの人に親切にする・・・。こうして、親切な気持ちをどんどん次へ次へと広めていくことだそうです。もし、世の中の人がみんなそんな気持ちをもてたら、社会はとても明るくなることでしょう。

　わたしには、このような経験があります。わたしは、小学校二年生の時に燕市から五泉市に転校してきました。そのとき、周りの人たちがとてもやさしくしてくれたことを今でも覚えています。今年の春、五年生に進級すると同時に、高知県から新しい友達が転校してきました。わたしは、むかえられる側からむかえる側になりました。今度はわたしが親切にする番です。わたしは、クラスはちがうけど同じ学年の友達として、できるだけその人にやさしくしようと思いました。市外から転校してきたわたしより、県外から来た彼女の方がもっと心細いと思ったからです。だからわたしは、自分からあいさつをしたり、話しかけたりして積極的にその人にかかわるように心がけました。二年生の時にわたしが受け取ったやさしさのバトンを、五年生になってその友達に引きつぐことができたかなぁと思っています。

　また、わたしは日ごろ、友達に拍手を送ったり、「おおっ、すごい。」といった言葉を素直に口に出したりすることを心がけています。それは、わたし自身が友達から拍手やそうした声をかけてもらってうれしかったからです。友達の拍手や声は、「自分の考えが理解してもらえたんだ。友達は、わたしのことをすごいなぁと思ってくれたんだ。」と、わたしをはげましてくれます。わたしは、初め、この拍手や声がタイミングよく出せるよう、少し意識して取り組んでいました。しかし、今ではそれが自然にできるようになってきました。小さなことかもしれませんが、こんなことからも友達からもらった「うれしさ」を、他の人に返し、広げていけるのではないかと思っています。

　だれかからやさしさをもらったら、そのやさしさをまわりの人にもふりまいて、心をあたためてあげる。そんな風に人と人とがかかわったり、つながったりしていけたら、犯罪や非行はずいぶんへっていくのではないでしょうか。

　世の中の人、一人ひとりがもっているやさしさが、輪のようにどんどん大きく広がっていったらいいなぁと思います。また、そのきっかけは、小さな取り組みからでも、一人でも作れると思います。わたしは、そんな大きなやさしさの花を咲かせる種になっていきたいです。
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